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 研究要旨： 

小児期発症 IBD 患者のトランジションにおける成人診療科側の問題点や課題を明らかにして、より

良い治療と管理が継続されるよう検討し、体制を構築することを目的とする。まずは、成人診療科に

対してアンケート調査を行う。その結果を踏まえてマニュアルを作成する予定である。 
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A. 研究目的 

  現在、小児期発症 IBD 患者は、小児科

医・小児外科医または内科医・外科医によっ

て診療が行われているが、小児診療科医が診

ている患者をいつの段階で、またどのような

方法で成人診療科医に引き渡す（トランスフ

ァー）かは、施設や患者によって様々であ

る。そこで小児期発症 IBD 患者のトランジシ

ョンの実情を把握し、小児期発症の IBD 患者

がより良い治療・管理を継続できるよう検討

し、体制を構築することを目的とする。 

 

B. 研究方法 

1 年目：小児期発症 IBD 患者のトランスフ

ァーが実際どのように成人診療科（内科・

外科）で行われているのか，アンケート調

査を行って現状を把握する。 

2 年目：アンケート調査からわかったわが

国における IBD 患児のトランジションの現

状から、海外の現状も参考にしながら理想

的なトランジションのマニュアルの作成に

着手する。また，小児期発症 IBD 患者のト

ランジションの現状と課題について，小児

IBD 診療医に対するアンケート調査も計画す

る。あわせて日本小児栄養消化器肝臓学会

が作成した「成人移行期小児炎症性腸疾患

患者の自立支援のための手引書」について

認知度や利用状況，使用感に関する意見も

お伺いする。 

3 年目：2年目に準備していた小児 IBD 診

療医に対するアンケート調査を実行する。

あわせて「成人移行期小児炎症性腸疾患患

者の自立支援のための手引書」の認知度や

利用状況，使用感に関する意見もお伺いす

る。成人診療科のアンケート調査および小

児診療科のアンケート調査結果を踏まえ，

さらに，海外の動向や国内の他の小児慢性

疾病のトランジションの状況を調査しなが

ら，トランジションマニュアルを完成させ

る。 
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（倫理面への配慮） 

   アンケート調査項目等、研究にあたって

は順天堂大学医学部の倫理委員会で承認を

得て実施した。 

 

C. 研究結果 

成人診療科を対象としたアンケート調査結

果をまとめ，国際学会誌に投稿した。 

小児診療科を対象としたアンケート調査を

実施した。国際ジャーナルへの投稿に向けて

解析を進めている。また，トランジションマ

ニュアルを作成中である。 

 

D. 考察 

 成人診療科と小児診療科を対象としたアン

ケート調査の結果を比較すると，患者の自立

に向けた理解や態度や保護者の理解や態度，

トランジションの障壁に関する各項目で大き

な乖離はなかった。一方，最終的にトランス

ファー（転科）をする年齢や，その運用方法

においては，認識の差が顕著であった。今

後，こうした乖離を埋めていく作業が必要で

あるり，作成中のマニュアルでは，その辺の

配慮も取り入れることが求められる。 

 

E. 結論 

 成人診療科と小児診療科を対象としたアン

ケート調査の結果から，両者の連携を強め，

診療情報提供書に過不足ない内容を記載する

ことが求められる。また，患者と家族へ，患

者の自立に向けた早期からの教育が重要であ

る。 
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